
12
月
17
日（
火
）

観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
会
長
表
彰
式

12
月
19
日（
木
）

若
手
職
員
に
よ
る
政
策
提
案
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
表
彰
式

12
月
21
日（
土
）

徳
之
島
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
開
所
記
念
式
典

道
の
駅「
と
く
の
し
ま
」オ
ー
プ
ン
記
念
式
典

12
月
25
日（
水
）

「
か
ご
し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣
」任
命
式・サ
ミ
ッ
ト

1
月
11
日（
土
）〜
14
日（
火
）

台
湾
屏
東
県
訪
問

1
月
19
日（
日
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ（
東
京
）ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

1
月
21
日（
火
）

鹿
児
島
県
防
災
会
議

1
月
23
日（
木
）

県
立
吉
野
公
園
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
調
印
式

ベ
ト
ナ
ム
国
立
農
業
大
学
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く

技
能
実
習
生
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

1
月
25
日（
土
）

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話（
大
隅
地
域
）

1
月
29
日（
水
）

鹿
児
島
県
指
導
林
家
等
認
定
証
交
付
式

1
月
30
日（
木
）

鹿
児
島
の
夕
べ

2
月
3
日（
月
）

か
ご
し
ま「
働
き
方
改
革
」推
進
企
業
認
定
証
交
付
式

2
月
8
日（
土
）

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話（
姶
良・伊
佐
地
域
）

2
月
12
日（
水
）

屋
久
島
高
校
生
と
意
見
交
換

2
月
13
日（
木
）

「
第
４
回
あ
な
た
が
選
ぶ
か
ご
し
ま
景
観
大
賞
」表
彰
式

令
和
６
年
度
知
事
表
彰「
ス
ポ
ー
ツ
部
門
」表
彰
式

2
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

令
和
６
年
度
鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練

徳之島世界遺産センター
開所記念式典

徳
之
島
町
花
徳
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
徳
之
島
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」の
開

所
記
念
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
山
々
を
望

む
開
放
的
な
空
間
や
生
き
物
の
細
部

に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
ジ
オ
ラ
マ
展
示
、

徳
之
島
の
自
然
を
体
験
で
き
る
映
像

コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

非
常
に
魅
力
的
な
施
設
で
し
た
。

こ
の
施
設
を
訪
れ
る
方
々
に
と
っ

て
、徳
之
島
の
世
界
自
然
遺
産
と
し

て
の
価
値
や
雄
大
な
自
然
の
魅
力
を

感
じ
な
が
ら
く
つ
ろ
げ
る
空
間
と
な

り
、ま
た
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
道
の

駅
と
く
の
し
ま
」と
一
緒
に
な
っ
て
、

徳
之
島
の
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
く
き
っ

か
け
の
場
所
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

12月21日（土）

台湾屏東県訪問

台
湾
へ
渡
航
し
、本
県
が
Ｍ
Ｏ
Ｕ

（
交
流
協
定
）を
締
結
し
て
い
る
屏
東

県
や
台
湾
内
の
産
業
関
連
機
関
、航

空
会
社
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
は
、鹿
児
島
県
議

会
や
経
済
団
体
等
も
交
え
て
、屏
東

県
を
訪
問
し
、周
知
事
と
今
後
の
交

流
促
進
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、屏
東
県
内
の
観
光
地
整

備
状
況
等
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、屏
東
県
を
含
む
台
湾
南
部

地
域
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に

向
け
、屏
東
県
内
で
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
も
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

今
回
の
屏
東
県
訪
問
に
よ
っ
て
、官

民
双
方
の
交
流
が
促
進
さ
れ
、今
後
、

屏
東
県
と
の
連
携
・
協
力
関
係
が
更

に
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

1月11日（土）～14日（火）

鹿児島の夕べ

東
京
都
渋
谷
区
の
セ
ル
リ
ア
ン
タ

ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
に
て
、関
東
在
住
の

薩
摩
大
使
や
百
貨
店
・
量
販
店
バ
イ

ヤ
ー
、食
品
流
通
関
係
者
、観
光
関
連

事
業
者
な
ど
約
6
5
0
名
を
招
待

し
、「
鹿
児
島
の
夕
べ
」を
開
催
し
ま
し

た
。「

和
牛
日
本
一
」の
県
産
和
牛
や
本

格
焼
酎
な
ど
の
多
彩
で
豊
富
な
食

材
、世
界
文
化
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
る「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」な
ど
の
特
色
あ
る
歴
史
・
文
化

等
、世
界
に
誇
る「
南
の
宝
箱
鹿
児

島
」の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、県
内
各
地
か
ら
約
30

の
事
業
者
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
、自

慢
の
商
品
の
P
R
や
商
談
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も「
南
の
宝
箱
鹿
児
島
」の
魅

力
発
信
に
努
め
、更
な
る
県
産
品
の

販
路
拡
大
、誘
客
の
促
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

1月30日（木）

県立吉野公園ネーミングライツ契約調印式

鹿
児
島
市
に
本
社
を
置
き
、東
京

都
や
宮
崎
県
に
も
事
業
所
を
展
開
し

て
い
る「
介
護
の
森
株
式
会
社
」と

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

県
立
吉
野
公
園
は
、雄
大
な
桜
島

を
借
景
と
し
、錦
江
湾
や
霧
島
連
山

を
一
望
で
き
る
都
市
公
園
で
、「
都
市

公
園
1
0
0
選
」の
一
つ
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
は
、「
オ

ア
シ
ス
ケ
ア
吉
野
公
園
」と
い
う
愛
称

で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
愛
称
が
、県
内
外
の
多
く
の

方
々
に
末
永
く
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、公
園
施
設

及
び
管
理・運
営
の
充
実
や
利
用
者
へ

の
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

1月23日（木）

令和6年度鹿児島県原子力防災訓練

３
日
間
に
わ
た
り
、「
鹿
児
島
県
原

子
力
防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
訓
練
は
11
年
ぶ
り
に
国

の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
と
一
体
と

な
っ
て
、薩
摩
川
内
市
な
ど
関
係
9

市
町
を
は
じ
め
、2
9
4
の
防
災
関

係
機
関
、約
4
，8
2
0
人
が
参
加
し

て
行
い
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、川
内
原
発
の
重
大
事
故

を
想
定
し
、事
態
の
進
展
に
応
じ
、関

係
機
関
と
連
携
し
て
手
順
の
確
認
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、能
登
半
島

地
震
を
踏
ま
え
、新
た
に
、孤
立
地
区

発
生
を
想
定
し
た
応
急
架
橋
訓
練
や

所
定
の
避
難
先
へ
避
難
で
き
な
い
事

態
を
想
定
し
た
代
替
の
避
難
先
へ
の

避
難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、国
の
実
施
成
果
報
告
な
ど

を
踏
ま
え
、今
回
の
訓
練
に
つ
い
て
の

課
題
等
を
整
理
し
、来
年
度
以
降
の

計
画
の
見
直
し
や
訓
練
に
生
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。

2月14日（金）～16日（日）

17 Graph Kagoshima 16Graph Kagoshima

Topics
県政の動き写真入りで紹介
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